
■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。■島津貴久      傍流の出ながら，戦国時代を闊歩し，九州の覇者となる礎を築いた"島津の英主"。父伊作忠良も"中興の祖"に。
しまづたかひさ
・・・・・・1514＝      薩摩国田布施で，島津相州家3代当主忠良(日新斎)の嫡男に生まれる。母は島津薩州家成久の娘御東。
・・・・・・1515＝ 1歳：島津本宗家忠治が死去し，次弟忠隆が家督・守護職を継ぐ。
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義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国義興周防帰国1518＝ 4歳：
・・・・・・1519＝ 5歳：本宗家忠隆も死去して，末弟忠兼(勝久)が家督・守護職を継承。_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，_日向国庄内に伊東・北原両氏が進攻し，

大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深大隅国曽於郡城で謀叛が起こるなど，"三州大乱"が混迷を深めるなか，めるなか，めるなか，めるなか，めるなか，めるなか，
・・・・・・1520＝ 6歳：同母弟忠将が誕生。
寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・寧波の乱・・1523＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：守護島津奥州家忠兼が父忠良に"万端指南"を求めてくる。伊東尹祐が戦中に頓死し，一旦和睦するが，
・・・・・・1525＝11歳：薩州家忠興が死去。家督を継承した嫡男実久が，忠兼と敵対し，
以後管領不在1526＝12歳：大隅国に進攻。_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，_祖父・父の魂胆で，相州家の支援を求めてきた島津奥州家忠兼の嗣養子となり，
・・・・・・1527＝13歳：_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)_家督・守護職を譲渡されるが，これに不満を持った薩州家実久に説得されて，守護に復帰("勝久"と改名)

したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，したため，父と田布施に退去。勝久の伊作城を奪回するが，相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。相州家方の樺山信久は薩州家方に降伏。
大内義興没・1528＝14歳：_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，_大内義興が奥州家忠勝を軸とする和平実現を求めたのに呼応して，豊州家忠朝が尽力し，
・・・・・・1529＝15歳：父が出家し"日新斎"と号する。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。_諸氏の和平会議が開催され，相州家と薩州家の和睦も実現したらしい。
天王寺合戦・天王寺合戦・天王寺合戦・天王寺合戦・天王寺合戦・天王寺合戦・1531＝17歳：三弟尚久が誕生，母は上木貞時の娘。元服し，父と重臣伊集院忠朗とともに国衆頴娃兼洪と同盟を結ぶ。
大和一向一揆1532＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：この間，入来院重聡の娘雪窓夫人を室に迎え，
・・・・・・1533＝19歳：長男義久が誕生。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。_初陣として，父と攻略した吹上の南郷城(改め永吉城)に配置される。
・・・・・・1534＝20歳：_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。_薩州家実久擁立を求める川上昌久が勝久側近を殺害，勝久は，正室の実家に逃れる。
・・・・・・1535＝21歳：次男忠平(義弘)が誕生。_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため_勝久は，鹿児島に復帰して川上昌久を諌殺するが，実久が鹿児島を攻略したため

，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来，"屋形"の地位を譲って大隅国帖佐に退去。島津本宗家伝来の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。の重宝，古文書類を持ち出し，のち問題に。
天文法華の乱1536＝22歳：父と諸城を攻略する間，入来院氏ら渋谷一族を通じて_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。_奥州家勝久と相州家の和睦が成立。
・・・・・・1537＝23歳：三男歳久が誕生。家臣上原尚近に所領を宛行う(知行宛行の初見)。なお攻略を続け，_薩州家実久と和睦交_薩州家実久と和睦交_薩州家実久と和睦交_薩州家実久と和睦交_薩州家実久と和睦交_薩州家実久と和睦交

渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏さ渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏さ渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏さ渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏さ渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏さ渉に入るも決裂，豊州家擁する北郷忠相が新納忠勝を降伏させ，日向南部の有力御一家が滅亡，せ，日向南部の有力御一家が滅亡，せ，日向南部の有力御一家が滅亡，せ，日向南部の有力御一家が滅亡，せ，日向南部の有力御一家が滅亡，せ，日向南部の有力御一家が滅亡，
銀輸出始・・1538＝24歳：_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，_父とともに，薩州家最大の拠点加世田別府城を攻め落とし，
・・・・・・1539＝25歳：祖父の相州家一瓢斎が死去。*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家*鹿児島上之山(現在の城山)に拵を築き，攻略しようと紫原に出陣した薩州家

勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，勢を撃破して降伏させ，相州家が薩摩半島を統一。さらに，市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の市来城，串木野城も制圧。奥州家勝久は母方の
大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，大友氏を頼り豊後国へ亡命し，相州家はいよいよ自立した権力確立に向かうことになり，

・・・・・・1540＝26歳：_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，_島津本宗家菩提寺福昌寺の住持恕岳文忠が"三州大府君藤原貴久"と記して，守護職継承も公認されるも，
急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与急激な台頭が，島津氏一門や薩摩・大隅の国人衆に動揺を与え，え，え，え，え，え，

武田信玄登場1541＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：山東(宮崎平野)で，伊東義祐を巡って戦乱になったのに乗じて，_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝_豊州家以下，渋谷一族をも含む13氏が勝
久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，久の子益房を擁して，大隅生別府の樺山善久を攻め，

今川義元登場1542＝28歳：_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，_大苦戦になるが，本田董親と和睦し，樺山善久を説得して退去させ，13氏の連合を崩すことに成功，
鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・1543＝29歳：種子島恵時・時尭父子が和睦し，時尭が家督を継承。島津豊州家忠広が菩提寺太陽寺住持を豊後に派遣し，

大友義鑑に伊東義祐との和睦仲介を依頼。_ポルトガル人をの_ポルトガル人をの_ポルトガル人をの_ポルトガル人をの_ポルトガル人をの_ポルトガル人をのせた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来せた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来せた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来せた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来せた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来せた倭冠の頭目五峯(王直)の船が種子島に来
航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。航し，鉄砲を伝えたのをはじめ，日向国の津々に唐船十七艘が来航。

・・・・・・1544＝30歳：室雪窓夫人が死去。肝付兼続が島津豊州家領の安楽城を攻略，忠広は再び太陽寺住持を豊後に派遣し，和睦
仲介を依頼するも失敗。大隅国小祢寝で中国人とポルトガル人の抗争勃発。

・・・・・・1545＝31歳：伊東義祐勢が豊州家の居城飯肥本城を攻撃，家督相続問題を抱えた_豊州家が保護を求めて従属し，関白近_豊州家が保護を求めて従属し，関白近_豊州家が保護を求めて従属し，関白近_豊州家が保護を求めて従属し，関白近_豊州家が保護を求めて従属し，関白近_豊州家が保護を求めて従属し，関白近
衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認さ衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認さ衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認さ衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認さ衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認さ衛稙家の使者町資将が来訪し，朝廷からも国主として公認される。れる。れる。れる。れる。れる。

足利義輝将軍1546＝32歳：忠相の長男忠親が忠広の養継子となる。父日新斎作成｢いろは歌｣が近衛稙家に上覧。｢時雨軍旗｣を作製。
勘合船終・・勘合船終・・勘合船終・・勘合船終・・勘合船終・・勘合船終・・1547＝33歳：後室に迎えた本田親康の娘橋姫との間に，四男家久誕生。北郷忠相が飲肥救援に乗りだし，新城を築いて，

伊東勢の進攻に備える。伊東勢は豊州家方の目井城を調略し，南郷新城を攻略。
上杉謙信登場1548＝34歳：豊後守護大友義鑑が，伊東氏と豊州家の和睦仲介に乗り出すも決裂。大隅国衆本田董親一族の対立が表面化

し，大隅正八幡宮社家の要請で，董親の居城清水城を攻撃，董親・忠相らが協議し和睦が成立するが，再び
反旗を翻した董親は攻撃され，没落。

ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日1549＝35歳：老中伊集院忠朗を飲肥救援のため派遣し，伊東勢を撤退に追い込む。島津豊州家忠広，家督を養子忠親に譲
り，隠居。肝付兼演勢と対陣するが，北郷忠相・島津曲豆州家忠親の仲介で和睦。本田薫親を老中に取り立
てれるも独自の行動が多く，朝廷に対して勝手に官位を申請したため，追放。_フランシスコ・ザビエルが_フランシスコ・ザビエルが_フランシスコ・ザビエルが_フランシスコ・ザビエルが_フランシスコ・ザビエルが_フランシスコ・ザビエルが
鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児鹿児島出身のアンジローの案内で鹿児島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，島に上陸，キリスト教布教を許可したものの，

大内布教許可1550＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。_禁止，ザビエルは鹿児島を退去し平戸に移る。鹿児島に御内(内城)を築き，居城を伊集院から移す。
織田信長登場1551＝37歳：姉婿樺山善久が，焼失した大隅正八幡宮尊躰作成のため上洛し，後奈良天皇の上覧後，帰国し奉納。
大友布教許可1552＝38歳：*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から*歴代の島津氏本宗家当主が任官されていた修理大夫に任じられるとともに，嫡男忠良に将軍足利義輝から

偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正偏諱を授けられることに成功，弟忠将が，肝付兼盛，大隅正八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓八幡宮社家らと"御屋形様"(初見)への奉公を誓
う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓う契状を取り交わし，薩州家以外の島津氏一門で，起請文｢一味同心｣に連署して敵対国衆に対する結束を誓
うなど，名実ともに守護として認めらうなど，名実ともに守護として認めらうなど，名実ともに守護として認めらうなど，名実ともに守護として認めらうなど，名実ともに守護として認めらうなど，名実ともに守護として認められるに至る。れるに至る。れるに至る。れるに至る。れるに至る。れるに至る。

川中島の戦始1553＝39歳：_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，_抵抗を続けていた薩州家実久が死去し，家督を継いだ長男陽久(義虎)も貴久を守護として認め，
・・・・・・1554＝40歳：近衛稙家から，種子島時尭に対し，鉄砲薬調合方法を将軍足利義輝に伝えるよう求められる。_いよいよ，_いよいよ，_いよいよ，_いよいよ，_いよいよ，_いよいよ，

守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧す守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧す守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧す守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧す守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧す守護の支配権が長い間及ばない地域であった大隅国を制圧すべく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，べく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，べく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，べく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，べく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，べく，まず，帖佐の祁答院良重と交戦した際，
弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。弟忠将が鉄砲を使用して撃破したが，これが戦国武将初の鉄砲使用となる。

大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件大陸邦民事件1555＝41歳：大隅正八幡宮で，蒲生氏への対応について鬮を引かせ，和睦交渉は決裂，_続いて，蒲生攻めを開始，_続いて，蒲生攻めを開始，_続いて，蒲生攻めを開始，_続いて，蒲生攻めを開始，_続いて，蒲生攻めを開始，_続いて，蒲生攻めを開始，
・・・・・・1557＝43歳：_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。_苦戦するも，蒲生龍ヶ城開城させるに至って，大隅国を制圧。
・・・・・・1558＝44歳：肝付勢が北郷・曲豆州家連合軍と合戦し大勝，さらに，島津豊州家領志布志に進攻。_島津豊州家・薩州家_島津豊州家・薩州家_島津豊州家・薩州家_島津豊州家・薩州家_島津豊州家・薩州家_島津豊州家・薩州家

と兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用をと兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用をと兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用をと兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用をと兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用をと兄弟子息以外の御一家(庶子家)に対し，島津名字の使用を制限。制限。制限。制限。制限。制限。
大内府内開港1559＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：長男義久と連署し，大隅国衆肝付兼盛と，続いて，薩摩国衆頴娃兼堅と契状を取り交わす。
桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・1560＝46歳：_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，_将軍足利義輝から，なお抵抗を続ける伊東義祐との和睦を命じられるも，失敗に終わり，
川中島最激戦1561＝47歳：近衛稙家の使者進藤長治を招き千句連歌を興行。山川港で，ポルトガル商人に対する傷害致死事件が発生，

日本布教長トーレス神父と協議し，坊津に来航していたポルトガル船長に書翰を託す。_実姉が嫁いでいた_実姉が嫁いでいた_実姉が嫁いでいた_実姉が嫁いでいた_実姉が嫁いでいた_実姉が嫁いでいた
が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。が，伊東義祐と結託する肝付兼続が廻城に夜襲をかけて攻略，弟忠将が討死する痛手となる。

純忠長崎開港1562＝48歳：末弟尚久が死去。日向国真幸院の国衆北原兼守が没して内紛となり，兼守の義父伊東義祐が介入，
川中島の戦終1564＝50歳：転変の後，二男忠平(義弘)を真幸院領主とする。_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，_朝廷から，奥州家の正統性を示す"陸奥守"に任じられ，

長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをア長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをア長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをア長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをア長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをア長男義久は"修理大夫"に任じられて，後継者であることをアピール。ピール。ピール。ピール。ピール。ピール。
・・・・・・1566＝52歳：国衆祁答院良重が室(薩州家実久娘)に刺殺され滅亡。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。_隠居・出家し，長男義久が家督・守護職を継ぐ。
岐阜楽市楽座1567＝53歳：二男忠平らが菱刈勢を襲い馬越城を攻略，義久と馬越城に入るが，
織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京1568＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：忠平が菱刈勢に敗れる。父日新斎(忠良)が死去。
京都宣教許可1569＝55歳：島津氏と相良氏の和睦成立。四男家久らが大口勢を撃破し，義久と，大口城に入る。
石山合戦始・1570＝56歳：入来院重曲豆・東郷重尚が島津氏に帰服して，*薩摩統一がなった直後に，*薩摩統一がなった直後に，*薩摩統一がなった直後に，*薩摩統一がなった直後に，*薩摩統一がなった直後に，*薩摩統一がなった直後に，
比叡山焼討・1571＝57歳：大隅の豪族である肝付氏との抗争の最中，加世田別府城で_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。

新名一仁｢島津貴久～戦国大名島津氏の誕生～｣，Wikipedia，


